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Abstract
Problems of less favoured areas in Japan have been much discussed among researchers and policy makers for the 
past fifty years. In recent years, these areas, especially under-populated areas have faced a difficult phase as the 
problem is shifting from village sustainability to municipal government sustainability.
In this study, first, situations of less favoured areas in Japan and central government policies for these areas are 
reviewed. Second, effects of central government measurers for supporting local governments in less favoured areas 
are examined. Third, issues for less favoured areas are sorted out based on the examination mentioned above.
Conclusions of this study are as follows. First, Local Allocation Tax Grant has supported local government finance in less 
favoured areas. Second, although central government measurers for supporting local governments in less favoured areas 
has improved infrastructures and living environment, the limit of these measurers focusing on infrastructures and the 
needs for the “soft” measurers has become clear. Third, central government policy for overcoming population decline and 
vitalizing local economy doesn’t support the effort of all local governments in less favoured areas, but promotes competition 

















































件が設定されている。2017 年 4 月 1 日における過疎市











疎地域が 797 市町村、非過疎地域が 250 市町村となって
いる。
このうち、総務省「平成 27 年度版過疎対策の現況」
（2016 年 10 月）によって、過疎市町村の状況をみる
と、2016 年 4 月 1 日における過疎自治体 797 市町村の
国勢調査人口減少率は高度成長期の 1960 年～ 1965 年
△ 9.0％、1965 年～ 1970 年△ 9.5％と高率であったのが、
低成長期に入ると低下し、1975 年～ 1980 年には△ 2.2％
にまで下がった。その後人口減少率は再び上昇し、バブ
ル経済期の 1985 年～ 1990 年には△ 5.0％となり、バブ
ル崩壊後の 1990 年～ 1995 年には△ 4.0％といったん少
し下がったが、その後は上がり続け 2005 年～ 2010 年に
図１：過疎地域、三大都市圏、地方圏等の人口増減率の推移
注）国勢調査による。過疎地域は、2016 年 4 月 1 日現在。
　　三大都市圏とは、東京圏（埼玉県、千葉県、東京都及び神奈川県の区域）、大阪圏（京都府、大阪府及び兵庫県の区域）、名古屋圏（岐阜県、愛知
　　県及び三重県の区域）をいい、地方圏とは三大都市圏以外の区域をいう。
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は△ 6.9％となっている（図 1 参照）。
人口減少の内訳については、2009 年度以降、社会
減を自然減が上回っている。過疎市町村の高齢化率は














が 50％以上である集落は 2010 年調査では 15.6％であっ
たが、2015 年調査では 22.4％と 6.8 ポイント拡大してい
る。集落機能の維持状況については、「良好」とされた
集落が 2010 年調査の 84.0％から 2015 年調査の 81.9％に
やや減少しており、集落機能維持が困難な集落が増加し
ていることがうかがえる。なお、2010 年以降に消滅し
た集落は 99 市町村において 190 集落であり、そのうち





























較が可能な 2004 年から 2015 年の個別経営農家について
確認すると、全体として農外所得が減少傾向にあること





区　分 1970 年 1975 年 1980 年 1985 年 1990 年 1995 年 2000 年 2005 年 2010 年
高齢者比率
全国（1） 7.1 7.9 9.1 10.3 12.1 14.6 17.4 20.2 23.0
過疎（2） 9.9 11.7 13.4 15.4 18.7 22.9 26.9 30.2 32.8
（2）－（1） 2.8 3.8 4.3 5.1 6.6 8.3 9.5 10.0 9.8
若年者比率
全国（1） 27.8 24.9 21.5 20.7 21.8 21.7 20.3 17.4 15.6
過疎（2） 20.9 20.1 18.2 16.0 15.0 14.7 14.5 13.1 11.5
（2）－（1） △ 6.9 △ 4.8 △ 3.3 △ 4.7 △ 6.8 △ 7.0 △ 5.8 △ 4.3 △ 4.1
注）国勢調査による。
　　過疎地域は、2016 年 4 月 1 日現在であり、一部過疎市町村については、一部過疎地域内の人口による。
　　高齢者比率、若年者比率とも加重平均である。
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橋梁費（面積分）が 3.5 倍、高齢者保健福祉費が 1.7 倍、
小中学校費が 1.9 倍、農業行政費が 2.5 倍、徴税費・住










































96,663 115 1,519 216 5,653 28,908 10,862 3,998 3,915 8,690 3,166 3,441 5,909 30,743 
















































































ぼ 5 割であり、1990 年活性化法でも 37.5% と最も多い。
1970 年度から 2015 年度までのトータルでみると、「交
通通信体系の整備、情報化並びに地域間交流の促進」が
39.8％、「生活環境の整備」（上下水道、廃棄物処理施設、










































































（1970 ～ 1979 年度）
17,524 39,197 8,945 
(11.3)
953 9,470 190 2,739 79,018 
(22.2) (49.6) (1.2) (12.0) (0.2) (3.5) (100.0)
振興法
（1980 ～ 1989 年度）
48,257 85,942 17,983 
（10.4)
2,457 17,085 412 1,534 173,669 
(27.8) (49.5) (1.4) (9.8) (0.2) (0.9) (100.0)
活性化法
（1990 ～ 1999 年度）
106,604 142,673 64,057 11,308 6,211 24,864 1,186 6,384 363,286 
(29.3) (39.3) (17.6) (3.1) (1.7) (6.8) (0.3) (1.8) (100.0)
自立促進法
実　績
（2000 ～ 2009 年度）
69,629 91,919 49,657 9,521 5,330 15,440 1,003 2,630 245,129 
(28.4) (37.5) (20.3) (3.9) (2.2) (6.3) (0.4) (1.1) (100.0)
実　績
（2010 ～ 2015 年度）
47,131 46,560 26,771 11,676 7,558 16,291 1,137 1,863 158,987 
(29.6) (29.3) (16.8) (7.3) (4.8) (10.2) (0.5) (1.1) (100.0)
合　計
116,760 138,479 76,428 21,197 12,888 31,731 2,140 4,493 404,116 
(28.9) (34.3) (18.9) (5.2) (3.2) (7.9) (0.5) (1.1) (100.0)
実績合計
（1970 ～ 2015 年度）
289,145 406,291 167,413 32,505 22,509 83,150 3,928 15,150 1,020,089 
(28.3) (39.8) (16.4) (3.2) (2.2) (8.2) (0.4) (1.5) (100.0)
注）総務省調べ。（　）は構成比　　　　　出所）総務省地域力創造グループ過疎対策室『平成 27 年度版　過疎対策の現況』、2016 年 10 月、より作成。
表４：過疎地域と全国の公共施設等の整備状況
項　目 単位
1970 年度 1980 年度 1990 年度 2000 年度 2005 年度 2010 年度 2014 年度
過疎地域 全国 過疎地域 全国 過疎地域 全国 過疎地域 全国 過疎地域 全国 過疎地域 全国 過疎地域 全国
市町
村道
改良率 ％ 9.0 15.7 22.7 28.2 39.0 44.2 46.7 52.1 51.1 55.0 53.0 56.8 54.2 58.2
舗装率 ％ 2.7 9.8 30.6 41.2 55.6 65.6 64.2 73.5 68.3 75.9 69.4 77.2 70.5 78.4
自動車交通
不能比率
％ 39.6 36.9 30.4 27.6 17.3 19.7 14.4 16.9 13.2 15.6 - - - -
木橋比率 ％ 46.3 33.1 24.0 16.3 7.6 3.8 5.4 2.6 3.8 2.1 - - - -
永久橋比率 ％ 51.9 66.0 75.4 83.2 92.1 96.0 94.3 97.2 95.9 97.7 - - - -
耕地 1ha 当たり農道延長 ｍ 42.2 51.9 48.1 55.8 43.0 46.1 40.8 45.3 39.6 41.2 - - - -
林野 1ha 当たり林道延長 ｍ 4.3 5.0 6.4 6.9 7.7 7.9 8.6 8.7 8.5 9.0 - - - -
水道普及率 ％ 56.6 81.4 73.6 91.8 81.4 94.3 87.3 96.5 90.4 97.0 91.7 97.5 92.5 97.8
医療
施設
病院数 箇所 652 8,212 607 9,356 642 10,436 673 9,331 960 9,063 988 8,325 962 8,276 
診療所数 箇所 4,666 88,835 4,759 110,227 4,596 130,220 6,282 151,280 9,427 158,349 9,701 156,093 9,645 159,488 
病院・診療所の病床数 床 77,649 1,280,023 79,110 1,607,870 90,726 1,951,338 95,327 1,870,020 153,798 1,806,480 154,020 1,651,155 148,101 1,636,586 
1 万人当たりの病床数 床 78.1 122.4 92.6 137.4 118.9 158.4 123.9 148.1 161.2 142.2 152.8 128.9 147.1 127.8
小学校
学校数 校 6,622 24,313 5,677 24,732 4,950 24,557 4,890 23,719 4,475 22,606 4,420 21,713 3,634 20,601 
うち分校数 校 929 2,346 522 1,244 315 775 211 514 132 344 99 270 52 189 
教員数 人 55,570 370,578 50,354 469,343 46,209 440,443 14,587 396,834 46,770 404,367 19,499 413,473 44,431 410,397 
児童数 人 1,023,569 9,491,866 717,134 11,819,045 544,812 9,045,154 415,369 7,182,432 489,718 7,067,832 493,956 6,869,318 421,945 6,425,754 
危険校舎面積比率 ％ 14.9 10.8 7.8 3.0 3.3 1.0 2.0 1.0 1.8 1.1 - - - -
1 学校当たり生徒数 人 155 390 126 478 110 85 85 303 109 313 112 316 116 312
中学校
学校数 校 2,793 10,215 2,261 10,178 1,973 10,595 2,053 10,428 1,970 10,154 2,049 9,982 1,861 10,484 
うち分校数 校 120 323 34 130 22 92 15 73 12 70 13 80 11 82 
教員数 人 37,380 216,520 29,036 249,778 26,312 275,761 26,548 238,651 27,787 228,947 29,887 234,471 27,884 236,947 
児童数 人 632,131 4,510,815 371,719 5,111,822 299,639 4,942,223 247,266 3,724,593 266,524 3,312,007 269,789 3,270,582 233,301 3,190,799 
危険校舎面積比率 ％ 7.7 5.4 3.8 2.1 1.5 0.8 1.6 1.0 2.2 1.5 - - - -
1 学校当たり生徒数 人 226 442 164 502 152 466 120 357 135 326 132 328 125 304






　　市町村道、農道延長、林道延長については、過疎地域は 2016 年 4 月 1 日現在である。小学校、中学校および医療施設については、2010 年度以降の
　　過疎地域は 2016 年 4 月 1 日現在である。
出所）　総務省地域力創造グループ過疎対策室『平成 27 年度版　過疎対策の現況』、2016 年 10 月、より作成。
－ 8 －
















2010 年度 2011 年度 2012 年度 2013 年度 2014 年度 2015 年度
過疎対策事業債充当額（100 万円） 228,111 258,859 297,540 287,987 345,179 383,242
うちソフト分発行（予定）額（100 万円） 37,905 45,782 56,559 61,587 68,621 70,923
限度額（100 万円） 66,207 70,207 72,688 74,542 76,874 76,900
活用率（％） 57.3% 65.2% 77.8% 82.6% 89.3% 92.2%
出所）総務省地域力創造グループ過疎対策室『平成 27 年度版　過疎対策の現況』、2016 年 10 月、196 頁。

























































































類がある。地方創生先行型交付金 1,700 億円（2014 年度
補正予算による。うち基礎交付 1,400 億円、上乗せ交付
300 億円）、地方創生加速化交付金約 1,000 億円（2015
年度補正予算による）、地方創生推進交付金 1,000 億円
（2016 年度当初予算から導入。4 年間の継続。公費ベー














2015 年度および 2016 年度においては、「人口減少等特
別対策事業費」約 6,000 億円は「取組の必要度」による
配分と「取組の成果」による配分の割合が 5：1、「地域










































































































































































礎交付 1,400 億円と上乗せ交付 300 億円からなり、基礎
交付は人口、財政力等により算定され、上乗せ交付は
2015 年 10 月末までに地方版総合戦略を策定した自治体
の先駆的事業が対象となった。基礎交付の算定にあたっ
ては、①地方版総合戦略策定経費相当分として一都道府



























































北海道          179 5,577 730 607 181 3,380 35.23 4.4 18.88 58.52 80.4 83.2 29.6 78.4
青森県          40 977 164 64 29 1,144 28.53 2.33 28.6 59.45 57.5 72.5 22.7 63.0
岩手県          33 1,124 174 148 16 783 39.33 4.97 23.73 68.03 60.6 72.7 38.0 70.9
宮城県          35 947 178 178 17 517 32.14 5.57 14.77 52.49 20.0 28.6 10.6 46.5
秋田県          25 932 86 89 7 333 40.72 3.84 13.32 57.88 72.0 92.0 66.4 92.3
山形県          35 1,219 181 76 216 617 40 8.34 17.63 65.97 51.4 60.0 30.1 70.4
福島県          59 1,769 386 133 24 1,965 36.53 2.66 33.31 72.49 45.8 52.5 13.5 53.1
茨城県          44 2,040 216 59 126 724 51.27 4.2 16.45 71.93 4.5 11.4 2.4 15.4
栃木県          25 1,084 86 68 43 631 46.8 4.44 25.24 76.48 12.0 16.0 2.3 18.0
群馬県          35 967 135 116 15 342 31.49 3.74 9.77 45 25.7 40.0 4.8 55.2
埼玉県          63 1,197 431 128 103 892 25.84 3.67 14.16 43.67 3.2 6.3 0.2 14.8
千葉県          54 1,698 174 177 46 777 34.67 4.13 14.39 53.19 11.1 13.0 1.7 12.7
東京都          62 1,104 143 113 13 54 20.11 2.03 0.87 23.02 15.4 15.4 0.2 23.3
神奈川県    33 1,449 119 90 22 389 47.52 3.39 11.79 62.7 3.0 3.0 0.1 0.3
新潟県          30 1,567 85 416 57 840 55.07 15.77 28 98.83 30.0 46.7 15.8 55.7
富山県          15 855 0 146 138 363 57 18.93 24.2 100.13 20.0 26.7 10.7 28.4
石川県          19 521 44 220 35 333 29.74 13.42 17.53 60.68 31.6 52.6 11.3 52.2
福井県          17 619 139 91 37 351 44.59 7.53 20.65 72.76 17.6 35.3 7.5 41.6
山梨県          27 659 93 38 6 432 27.85 1.63 16 45.48 25.9 55.6 7.8 48.2
長野県          77 3,030 523 339 76 2543 46.14 5.39 33.03 84.56 37.7 48.1 8.0 48.8
岐阜県          42 1,575 155 233 92 936 41.19 7.74 22.29 71.21 16.7 33.3 7.0 56.2
静岡県          35 1,423 39 217 43 291 41.77 7.43 8.31 57.51 14.3 25.7 2.1 24.0
愛知県          54 1,558 168 172 24 525 31.96 3.63 9.72 45.31 5.6 9.3 0.5 26.7
三重県          29 1,100 91 80 23 366 41.07 3.55 12.62 57.24 24.1 31.0 6.4 39.7
滋賀県          19 969 13 114 34 437 51.68 7.79 23 82.47 0.0 10.5 0.4 8.3
京都府          26 1,520 182 451 195 860 65.46 24.85 33.08 123.38 26.9 38.5 5.7 50.2
大阪府          43 1,221 354 300 84 359 36.63 8.93 8.35 53.91 2.3 2.3 0.1 2.0
兵庫県          41 1,697 196 289 73 791 46.17 8.83 19.29 74.29 17.1 24.4 3.5 33.2
奈良県          39 1,513 168 120 29 361 43.1 3.82 9.26 56.18 46.2 46.2 9.7 76.9
和歌山県    30 1,095 142 181 35 818 41.23 7.2 27.27 75.7 50.0 60.0 25.6 75.6
鳥取県          19 1,028 126 102 17 457 60.74 6.26 24.05 91.05 42.1 63.2 13.6 56.5
島根県          19 819 95 105 7 285 48.11 5.89 15 69 78.9 100.0 47.3 85.4
岡山県          27 1,303 199 376 88 848 55.63 17.19 31.41 104.22 48.1 74.1 16.4 69.3
広島県          23 811 137 129 38 661 41.22 7.26 28.74 77.22 43.5 69.6 10.4 63.3
山口県          19 664 0 131 34 157 34.95 8.68 8.26 51.89 31.6 63.2 12.9 56.6
徳島県          24 679 64 83 22 387 30.96 4.38 16.13 51.46 45.8 54.2 15.4 72.4
香川県          17 738 29 20 0 390 45.12 1.18 22.94 69.24 35.3 47.1 10.1 36.8
愛媛県          20 729 147 201 17 546 43.8 10.9 27.3 82 55.0 85.0 24.2 65.2
高知県          34 1,397 50 144 119 622 42.56 7.74 18.29 68.59 70.6 82.4 27.1 79.6
福岡県          60 1,910 417 323 176 1,560 38.78 8.32 26 73.1 26.7 35.0 9.4 34.8
佐賀県          20 614 51 173 1 330 33.25 8.7 16.5 58.45 25.0 45.0 13.2 32.7
長崎県          21 814 59 279 54 155 41.57 15.86 7.38 64.81 47.6 61.9 27.3 68.5
熊本県          45 2,107 253 57 84 1,170 52.44 3.13 26 81.58 48.9 60.0 20.0 66.6
大分県          18 713 261 102 32 308 54.11 7.44 17.11 78.67 66.7 88.9 39.0 87.4
宮崎県          26 1,144 36 46 10 278 45.38 2.15 10.69 58.23 50.0 65.4 16.5 62.2
鹿児島県    43 2,008 63 271 29 326 48.16 6.98 7.58 62.72 81.4 95.3 36.5 77.5
沖縄県          41 488 232 18 0 0 17.56 0.44 0 18 41.5 43.9 7.0 52.6
合　計     1,741 60,972 7,812 8,015 2,567 31,633 39.51 6.08 18.17 63.76 37.7 47.6 8.6 59.7
出所：まち・ひと・しごと創生本部資料および総務省資料より作成。
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4．3．地方交付税における「まち・ひと・しごと創生事業費」
と条件不利地域自治体

























事業調査」（2013 年 12 月）によると、自治体が解体撤
去の意向のある施設のうち、延床面積でみると教育関係
施設が 23％、インフラが 17％、公営住宅が 11％、廃棄













































出所：1992 年度から 2001 年度までのデータは文科省「廃校施設等活用状況実態調査について」（2012 年 9 月 14 日発表）、2002 年度以降のデータは、文
　　　科省「廃校施設等活用状況実態調査について」（2017 年 1 月 12 日発表）より作成。
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拡大しており、2015 年度の寄付額は 1,652 億円（前年度
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注
i  柏（2002）、3 頁、参照。
ii  同上、13-14 頁、参照。
iii 高知県中山間地域対策本部ホームページ「中山間地域と
は 」 を 参 照。http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/070101/fil
es/2014022600849/2014022600849_www_pref_kochi_lg_jp_
uploaded_attachment_71329.pdf
xi 国交省・総務省「平成 27 年度過疎地域等条件不利地域にお
ける集落の現況把握調査報告書」（2016 年 3 月）、参照。
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